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フレームレス爆発放散口 (IQR)： 

フレームレス爆発放散口は屋内で放散用ダクトが長く

なってしまう、ダクト設置スペースがとれない、或は

外部へのアクセスが出来ない場合や、屋外でも火炎放

出が出来ない制約下に適したフレームレスの爆発放散

口です。 

構造は、パネル式爆発放散口の機能（爆発による昇圧

の防止）と、フレームアレスターの機能（消炎）、粉

体の飛散防止機能（ダストの封じ込め）ならびにセン

サーによるプロセスのシャットダウン機能を有した複

合機能機器です。 

 
機能・特徴 

● 消炎（爆発火炎放出なし） 

● ダストの封じ込め（ダスト放散なし） 

● 圧力上昇の極小化（Pred値保証） 

● 熱エネルギー放散の狭小化 

● 定期メンテナンス不要 

● 放散パネルのみプロセス側に接触 

● 取付方向任意 

● 標準放散設定圧力：0.01MPa(G)  

フレームレス爆発放散口フレームレス爆発放散口フレームレス爆発放散口         IQRIQRIQR   

777   

IQR Flameless Explosion Vent 

IQRシステム構成と消炎機能： 

 
IQRシステムは2つのモジュール、爆発放散口と消炎モジュール

から構成されています。 

 

爆発放散口は爆燃の速い圧力上昇に反応し、この圧力を軽減す

るべく開口します。火炎が開いた爆発放散口を通過し、消炎モ

ジュールで消炎されます。ステンレスフレームで保持されるス

テンレス鋼の精細なメッシュは、三次元のフレームアレスター

として機能し、消炎します。 

 

消炎モジュールは開いた爆発放散口を通過する粉塵（燃焼、未

燃焼問わず）、爆燃の炎、そして高温ガスを封じ込め外に出し

ません。三次元メッシュは爆発によって通常放出されてしまう

圧力波と粉塵の吸収だけでなく、爆発を阻止するヒートシンク

の働きをします。 

 

粉塵爆発の火炎温度は500°C以上に容易に達してしまいます

が、IQR消炎モジュールでは100°C以下を維持します。これ

は、かなりの表面積をもつ消炎モジュールにより急速に冷やさ

れるためで、IQRシステムの設置されている環境では、取るに

足りない温度変化の範囲に止まります。 

火炎の消炎、粉塵の封じ込め、及びIQRシステムによってなさ

れる圧力と温度の制御により、爆発の放散による影響をなくし

たい屋内での使用に適しています。 

 

従来の爆発放散 

1500°Cの火炎、圧力波、粉塵が放散 

IQRフレームレス爆発放散口による放散 

直後の表面温度は100°C以下 

水蒸気、煙、最小限の圧力波が放散 

コーヒー焙煎装置への設置例 鋳物工場の集塵機への設置例 

IQRシステムのアプリケーション： 

 

IQRシステムは、法規と基準（例えばNFPA 68、NFPA 654、ヨー

ロッパのATEX指令）による爆発放散口装置として認められていま

す。IQRシステムは、以下の状況が一つ以上存在する屋内に設置さ 

れたプロセス装置の保護に対する解決策です。 

 

1）外部への放散に長いダクトを必要とする場合。 

   長さ6mを上回るダクトは推薦できません。長さ3mまでのダク 

      トでは保護されたプロセス装置内における圧力の影響を最小化 

      できます。 

2）放散ダクトを設置するスペースがない場合。 

      短くストレートなダクトのスペースさえも余地がなく、密接に 

      詰め込まれた設置場所。 

   外壁が存在しない地階空間に取り付けられる場合など。 

3）外部への火炎の放散が許されない場合。 

      火炎は最高30m程度も放出される可能性があり、保護されてい 

      るプロセス装置容量の10倍にも及ぶ可能性があります。 

4）燃焼しているいないに拘わらず、粉塵の放出が許されていない 

      場合。 

5）爆発圧力の放散が許されていない場合。 

      隣接した建築構造では、短時間広域に2または3psiを上回る程 

      度の圧力パルスで被害を受けることがあります。 

 

これらのアプリケーションにおける懸念の多くは、同様に屋外の

プロセス装置にもあてはまります。IQRシステムは、消炎モジュー

ルに、防雪、防氷そして防水措置をとることができれば屋外のプ

ロセス装置にも使用できます。 
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Flameless explosion vent                                           Flameless explosion vent                                           Flameless explosion vent                                              
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放散口が開放され、爆発の流

れは中空部に移動する。 

0.000秒 着火・爆発 

0.015秒 圧力上昇 

0.025秒 低圧域で放散開始 

0.055秒 消炎素子内に火炎  

      生成 

 
火炎はメッシュ層を通過する 

際に消炎され、爆発火炎は放

出されない。 

0.075秒 燃焼阻止、消炎 

0.090秒 圧力ピークに到達 

 
 

 

火炎と粉体はメッシュによる 

アレスター部に封じ込めら

れ、爆発圧力も低減される。 

0.200秒 消炎終了 

      ダストは消炎素子 

                 内に捕捉 

 
 
爆発後。 

最小限のクリーニング。 

0.500秒 消炎素子冷却 

H 

①爆発放散口（破裂センサー内蔵） 

②IQRﾓﾆﾀｰ（外部警報信号出力） 

③ﾘﾌﾄ用ｱｲﾎﾞﾙﾄ 

② 
① 

③ 

ﾌﾗﾝｼﾞﾎﾞﾙﾄﾎｰﾙ径 : d 

ﾌﾗﾝｼﾞﾎﾞﾙﾄﾎｰﾙ数 : n 
右表参照 

ﾌﾗﾝｼﾞ接続 

ﾎﾞﾙﾄﾊﾟﾀｰﾝ 

消炎のプロセス 

IQR 

I.D. 

B 

AR 

BC 

型式 I.D. 
(mm) 

H 
(mm) 

A 
(mm) 

B 
(mm) 

AR 
(mm) 

BC 
(mm) 

D 
(mm) 

n 
(個) 

重量 

(Kg) 

IQR-8 208 560 360 430 269 243 8.5 8 29 

IQR-12 310 560 460 530 391 355 11 12 34 

IQR-16 393 940 560 630 500 443 13 16 55 

IQR-20 494 940 660 740 599 544 13 20 69 

IQR-24 596 1400 770 860 701 646 13 20 144 

IQR-28 697 1910 880 970 800 752 13 28 224 

IQR-32 799 2210 980 1070 899 854 13 28 275 

サイクロンに設置された IQR Flameless Explosion Vent 

寸法： 
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